
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

第42号　2026.２.27(金)

由利本荘市立岩城中学校　校報

第３回生徒総会 
45期生徒会スローガン「活輝・仲輝・新輝」 
　27日(金)に、今年
度最後となる第３回
生徒総会を行いまし

た。受検日が近いこ
とやインフルエン
ザ等の感染予防を
考慮して校内放送
により会を進めま
したが、各学級で
はスピーカーから
聞こえてくる話を
真剣に聞く姿が見
られ、生徒会の一
員としての自覚が感じられました。 

　総会では、執行部や各委員会の後期の反省
や改善点、来年度に向けての要望などが提案
され、承認されました。議事の中で、各学年
から多くの質問や意見、新しい提案が出され
るなど、生徒会活動を通して、自分たちの手
によって学校をよりよいものにしていこうと
する意識の高まりがありました。また、３年
生から１、２年生の活動に対する労いや励ま
しの言葉があり、それをしっかりと受け止め

 る後輩の姿も見られました。
　来年度は、これまでの土台をもとに、さら
に学校生活をよりよくするための活動を進め

 ること（アクション）に期待します。
 

卒業式練習はじめました 
　２月も最後の週と
なり３月７日（土）
の卒業式に向けて、
３年生が式の練習を

 はじめました。
　最初は、所作から
です。起立、礼の仕
方や返事を繰り返し練習しました。また、入
退場や証書の受け取り方などの式での動きに

 ついても確認しました。
　卒業式は「儀式」です。儀式とは、人生の
節目にけじめをつけ、新たに出発する決意を
示す場です。その場に参加する人には、儀式
にふさわしい服装や態度、歌が求められます。
ですから、このように何回も動きや歌を練習

するのです。３年生は、その主役ですので、
自分たちの卒業式をどのようにしたいのかを
考え、それを形にできるように練習してほし

 いと思います。
　卒業式の練習は、
回数が限られていま
すが、練習を通して、
「卒業」を少しづつ
実感できてきたよう
です。岩城中学校で
過ごす最後の日が感
動ある１日になるよ
う気持ちをつくってほしいと思います。そし
て、残り僅かな中学校での生活ではあります
が、一日一日を大事に過ごしてほしいもので

 す。
 

卒業記念品をいただきました 
　青少年育成由利本荘市民会議岩城支部より
卒業生に記念品をいただきました。支部長の
中村様から、代表の＊＊＊＊さんに卒業記念

 品（図書カード、ノート）が送られました。
　中村様からは、「地域社会の一員として、皆

さんが築いた強固な基盤
の上で、さらなる夢と目
標に向かって進んでいく
ことを願っています。皆
さんの未来が、この地域
にとっても、また世界に
とっても、明るく希望に

満ちたものであることを信じています。」と励
ましのお言葉をいただきました。ありがとう
ございました。（記念品は来週、配付する予定
です。） 
 

合格祈願パックご飯をいただきました 
　ＪＡ秋田しんせい様より、
３年生に「合格祈願」のパ
ックご飯をいただきました。
（パックご飯は20日に配付
しました。） 
　代表理事組合長の佐藤様
から『厳しい基準をクリア
し、１等米となった「土づ
くり実証米」を食べて、皆さんの努力が合格
をもって”実証”されることを心から願って
おります。』というメッセージをいただいてお

 ります。ありがとうございました。

学校教育目標 『 人間性を磨き  たくましく生きる生徒の育成 』


